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目的 :thymidine phosphOrylase(以下,TdR Pase

と略記)は pyrimidine nucleoSdeの合成および分解

に働 く酵素である。正常組織 と比較 し腫瘍組織内で高

い活性を示すことから最近注目されてはいるが1),今

までに病理組織学的な検討はほとんど行われていな

い。われわれは第44回日本消化器外科学会総会におい

て,胃 癌組織におけるポリクローナル抗体を用いた免

疫組織染色に関して発表 したが分,今 回モノクローナ

ル抗体を使用する機会を得たので報告する。

対象および方法 :ホルマ リン固定パラフィン包埋さ

れた胃癌組織 (手術材料)を 対象とし,O olMク ェン

酸緩衝液 (pH 6_0)中でのマイクロウェーブ照射によ

る前処置を行ってからSAB(Streptavidine B10tin)法

に準 じた免疫組織染色を行った。なお, 1次 抗体はヒ

ト大腸癌株 HCTl16を ヌー ドマウス皮下に移植 して

得た腫瘍から精製 した TdR Paseを 抗原 として作成

した マ ウ ス 抗 TdR Paseモ ノ ク ローナ ル 抗 体

(6541)3)を使用した。

成績 :正常組織に比較 し腫瘍部では強い染色性が認

められ(Fig.1),ポ リクローナル抗体使用時にみられ

た筋組織などの非特異的な染色は著しく減少した.た

だし腫瘍組織内での同酵素の分布に関しては,ポ リク

ローナル抗体使用時 と同様に腫瘍辺縁や底部において

強い傾向が認められた。なお TdR Paseの 局在
′
性につ

いては,腫 瘍細胞質内に認められる例が多いものの,

腫瘍組織周辺の間質や正常粘膜層内のリンパ球にもそ

の存在が疑われた。

考察 :胃癌組織での TdR Paseの 分布や局在性な

どに関してはポリクローナル抗体使用時 と大きな違い

は認められなかったが,背 景組織での非特異的染色が

減少 したことによリコントラス トは良好であった。調
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べえた限 りでは,同 酵素に関する免疫組織染色の報告

は Yoshimuraら 1)のポ リクローナル抗体 による もの

があるにすぎない。今回モノクローナル抗体 を使用 し

たわけだが,正 常胃粘膜層内の リンパ球などにもTdR

Paseの 存在が疑われ,同酵素が腫瘍の増殖に伴い活性

が高 まるのか,非 特異的な炎症性変化などで も増強す

るのかなどいまだ不明な点 も多い。
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